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I.は じめに

　予防医学の観点から2005年4月 、 日本のメタボリック

シンドローム診断基準1)が 設定された。我が国の死因統

計において も、心血管病、脳血管障害は全死亡の30%を

占め2)、癌 に匹敵するものである。ただ、癌 と異なり食

習慣、運動習慣 とのかかわりも強 く予防 もしやすい。メ

タボリックシンドロームは内臓脂肪量に大 きく関係 して

お り3)4)、若年期から継続されてきた食習慣の結果である

ところが大きい。

Ⅱ.目 的

　内臓脂肪の蓄積 を抑 えて、メタボリックシン ドローム

を予防す るためには、若い頃からどのような食事が好 ま

しいか、大学生の食習慣 と腹囲の関係をアンケー ト調査

で調べることとした。

Ⅲ.研 究方法

　 1　 大学生を対象に身体、運動、食行動調査(飲 酒 ・

　　喫煙 を含む)に 関するアンケー ト調査を行 った。

　　 1)ア ンケー ト内容:身体調査項 目は、年齢、性別、
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身長、体重、BMI、 腹囲、脈拍、血圧(収 縮期

/拡 張期)と した(腹 囲、脈拍、血圧は実測値)。

運動調査は、通学手段の他、「健康づ くりのための

運動指針」5)を もとに、身体活動を運動、生活活

動に分け、列挙 した項 目に類似 した活動 を行った

時間(分)を 記入 してもらった。食行動調査は、

食事形態、食事 を作る主な調理者、味付け、自身

の1日 の食塩摂取量(g)、1週 間のうちの朝食欠

食回数 ・夜間9時 以降の間食回数、魚類 と肉類の

食べる割合、次に挙げる食品または料理の摂取(魚

料理、味噌汁、漬物、納豆 ・豆腐等、卵、乳製品、

　レバー類、海藻類、果物、野菜類)、 お酒 ・喫煙

　(飲酒 ・喫煙の量も記入)に ついて、三～五者択一

　もしくは数値 により回答 して もらった。

2)腹 囲周囲径で腹囲要注意群(男 性85cm以 上、

女性90cm以 上)と 腹囲正常群(こ れ以降正常群

　と記述)に 分 け、t－ 検定、χ2乗 検定を行 った

　(*：p<0.05)。

Ⅳ.結 果 ・考察

　対 象:大 学 生278名(男 性45名:女 性233名)、 年 齢:

19.1±1．7歳 、腹 囲要注意群12名:正 常群266名 。 全対 象

におい て、腹 囲は身長(r=0.45)、 体 重(r=0．76)、

BMI(r=0.54)、 収 縮 期血圧(r=0.40)で 有 意の正

の相 関 を示 した。腹 囲要注 意群 と正常 群 との比較検 討で

は、身長 は、腹 囲要注意群(1.72±0.09m)が 、正 常群

(1.60±0.07m)に 比 べ 有意 に高か った。体 重 は、腹 囲

要注 意 群(81.2±8.7kg)が 、 正 常 群(54.4±8.1kg)

に比 べ有 意に重 く、平 均身長差 は0.12mほ どで あるが、

体 重 は26.8kgの 差 が あ っ た。　BMIは 、腹 囲要 注 意群

(27.6±4.6)が 、正常群(20.9±3.4)よ り有意 に高 く、

肥 満 傾 向 を 示 し た。収 縮 期 血 圧 で は 腹 囲 要 注 意 群

(130±14mmHg)が 正 常 群(112±14mmHg)よ り有意

に高 く、若年者 であ るに もかかわ らず 、す でにメ タボ リ ッ

クシ ン ドロー ムの診 断基準 を満 た してお り、腹 囲が高血

圧 の重要 な因子で ある ことが示 された。

　 食行動 調査の項 目では、1日 に摂 取す る野菜 の量 を小

鉢 に換算 して(1小 鉢=野 菜70g相 当)何 杯 食べ るか の

質 問に対 し、 ほ とん ど食べ ない もし くは1杯 程 度 と回答

した割合 は、腹 囲要 注意群(100.0%)が 正 常 群(55.3%)

に比 べ 有意 に高 く、野菜の食べ方 の少 な さが示 され、野

菜 の摂 取量 と肥満 の関係が考 え られた。文 献、健康 日本

21で は、生活習慣病 予防の ため、2010年 までに成人一 人

当た りの野菜 の摂取 量 を、1日350g以 上 に増やす こ とを

目標 と してお り6)、 今 回の結 果は、そ れ を裏付 け るデー

タ と思われ る。

　 1週 間の うちの朝食欠食 回数で は、毎朝 抜 くと答 えた

割合が、腹囲要注意群(58.4%)が 正常群(14.4%)に

比べ有意に高かった。逆に、正常群の55.9%が 朝食を毎

日食べてお り、朝食を抜 くと肥満 になりやすいと考えら

れた。

　 1週 問における夜9時 以降の問食回数については、夜

間の問食習慣はない と回答 した割合 は、腹囲要注意群

(30.0%)に 対 し、正常群(57.0%)が 有意に高 く、腹囲

要注意群の夜問間食頻度が多いことが示された。寝るま

でにエネルギーが消費されない場合、内臓脂肪 として蓄

積されることが確認された。

　今回の調査は、若年期の簡単なアンケー トであったが、

腹囲と血圧の有意の関係が示 された。また、野菜の摂取

量、朝食の欠食、夜間の間食が、腹囲とよく関係 し、若

いころからの食習慣が、生活習慣病を減 らし、健康寿命

を延ばす要であると考えられた。
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